
6か 月 の 話 もそ うです し、介 護 福 祉 士 の比率 も、今後 、検 討 とい う ことで あ る と思 い ま

す が 、 これ で介護福 祉 士 が増 えて い つて 、安定 的 に質が 向上 して い くこ と を望 む と ころ の

も との部 分 の しば ら くの猶予 期 間 で あ つた り、そん な システム の考 え方 が絶 対 必要 なの で

はないか と思 う次第です。決 して 19年 の改正あ りきとい うことではな く、も う一度そ こを

見直す こと |ま できないのかな とい うら、うに私 自身は思 つてお りま したが、時間 を少な くす

るとか、また、近 くで受 けやす い とか、さまざまな環境 を整 えてい くとい う補助策 をさま

ざまにや つていただ くことが必要 です。直近で先 日発表 されま した、介護 の職員の平均給

与は ¬万 2,160円 ア ップ しま した。処遇改善交付金の効果も十分出て きてお りますで しよ

うが、まだまだ現場 に とっては、その給与が反映 されても魅 力ある職 業にな つていない と

思 います し、多 くの方が この仕事 に就 きたいとい うふ うにはなかなかな つて こない。そ こ

で介護福祉士 を目指すのは当然だ と思 つてお ります けれ ども、その部分のハー ドル を上 げ

たままではな く、何 らかの緩和措置が必要なのではないか と思 つてい る次第で ございます 。

今 日は、追加 といいますか、私 どもの資料 を出させていただきま した。直接 ここの部分

の議論ではないですが、一番最後に付 いてお りますのは、私 どもの各事業所向け、法人の

oラ ーニ ングでや つている研修 です。現場で働 きなが ら学ぶ とい うところと、資料 2の 2

ペー ジの下段、 eラ ーニ ングの メ リツ トというところは通信教育 を活用 して、身近 な地域

で、過去の研修、そ ういつた もの も考 えなが ら、受講の費用軽減、代替職 員も要 らない。

そ うい う効果のために ということで、まだ時 F・l数 が少ないのではあ りますが、まずはス タ

ッフの導入時、約 6時 間程度で接遇マナーまで含めてつ くらせていただいて、マネジメ ン

ト業務、管理者 と しての研修 を 5時 間 ぐらい。それぞれサー ビス別 に訪間介護、入浴、通

所、 さらには居宅介護支援 とい うもの をつ くらせていただきま した。それ ぞれ各単元、各

章の終わ りには小テス トを して確認ができる。こうい う状況で、職場 でも自宅でも、いつ

でもとい う状況の もの をつ くらせてお ります。

少 しペー ジを飛ば させていただ いて、 6～ 7ペ ー ジ辺 りは、全体のカ リキ ユラムの内容

と時間数 を細か く書かせていただ きま した。本来の基礎研修の部分ではなかなかターゲ ッ

トにな らないのですが、マナー部分の画面 を 8ペ ー ジに、こんな動画 を入れなが ら、楽 し

く飽 きないでそれぞれポイン トを整理 してい く。当然、繰 り返 しもできます し、重ねてで

きるとい う状況で 10月 ¬日にス ター トさせま した。今はまだ少ないですが、600名 程度 お

受けいただいているとい う状況で、今後、私 どもの法人 と事業所の中で、導入時には こ う

いつた研修 をまずベース としてお受けいただ くことを考 えて、最低限の レベルの統一 をす

るために実施 しているところです。参考 として出させていただきま した。

最後の方 はパ ンフ レッ トで、かな り優格 も安 くしなが ら、本 当は開発で時間 を伸ばせ ば

伸ばすほ ど費用はかか るわ けです けれ ども、今後は、制度改正の対応が あつた り、さま ざ

まな追加の部分 をや つてい こうと思 つている次第です。

15ペ ー ジ、16ペ ー ジは、職業能力開発の部分での評価軸 を レベル 6ぐ らいまでつ くらせ

ていただ きま した。給与 を含めて とい うもので、初級、中級、上級 、 プロと。今、名人 と
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いう話 もあ ります けれ ども、整理 したものです。なかなか現場で使いづ らいのですが、今

後、 こういった ものを業界の標準 としてや っていきなが ら、給与ベースは法人別に違 いま

すが、 これ らを標準 と しなが ら、 レベル 2で あれば これ ぐらいの給与とか 、こうい った レ

ベルで再入職 ができる、 とい うら、うな工夫 を していきたいと思 つています。

さて、少 し質問で ございます けれ ども、資料 2の コペー ジロで ございます。①の ところ、

ホームヘルパー 1級 については平成 24年 度に基礎研修 と一本化、その下の基礎研修の部分

は、実務研修 と合わせ るということにな ります と、 3ペ ー ジ、図の導入的研修の上 に介護

福祉士 、その間 に これが残るという理解でいいのか どうか というところで ございます。そ

こをどうい うふ うに考 えるか というところを、是非教 えていただきたいと思 います 。

それか ら、時間 を縮める。実務研修 450時 間 とい うことで ございますが、当然、カ リキ

ュラム を見 なが ら中身 を精査 いただき、どうい うものが削れ るか ということの内容精査 と

か、根拠は当然 あるだ ろうとい うことで、その整合性 をとっていただぃてぃるとい うら、う

に理解 を して お ります けれ ども、その辺についてどうい うら、うに整理をされたのか。

最後に、 13ペ ー ジで ござぃます。450時 間 6か 月研修、確かにこの レベル ぐらいで あれ

ば、仕事 を しなが らとい うこともあると思います。 2級 取得者の場合は 130時 間分は免除

と。そ うした場合に、45時 間 と仮定 されているスクー リングはどれ くらいか とい うことを

是非お聞き した い。

あとは、 これ を前提 と した場合でも、この間か らヒア リングがあ り、現場が疲弊 してい

るとい うこともあ りま したので、やは り受けやすい状況 をいかにつ くるか とい うことだ と

思います。特 に身近な ところであ りま した ら、養成校等 もあ りますけれ ども、通信教育で

今、社会イ ンフラと して さまざまな研修であった り、 2級 ヘルパーの養成校 も持 つてお り

ます。そ うい つた もの を是非活用いただいて、どこでも、いつでも、だれ でもとい うょ ぅ

な環境 を全国でつ くる。また、それを御支援 いただ くことを是非配慮いただいて、ゃ って

いただ きた い とい うことでございます。当然 、その中の基準 、規定等も、参入 しやす く、

また、だれ で も受 けやす く、そ ういう受講 とか、学校がた くさんできることを目指 してい

きたいとい うことを切 に希望 してお ります。

以上 でございます。

○駒村委員長  北村 さん、質問は 3つ とい う理解でよろ しいですか。

○北村委員 はい。

○駒村委員長  事務局、資料 2の 質問 ¬に最初にお答えいただきたいと思 います。

○泉福祉人材 確保対策室長 ホームヘルバーの コ級 と、介護職員基礎研修 と、今回の実務

者研修 との関係 で ございます。

まず、ホー ムヘルパー 1級 につきま しては、平成 24年 度か ら既に介護職 員基礎研修 と一

本化 と書いて お りますが 、介護職員基礎研修だけになることが予定 され てお ります。 しか

らば、介護職 員基礎研修があるとして、今 Inllの 実務者研修 との関係 をどうす るか としヽ うこ

とです けれ ども、それ も実務者研修の方に一本化 しては どうか とい う提案でございます。
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したがいま して、一番下の ところにち よつと矢印が出ていますが、ホームヘルバー 1級 と

介護職 員基礎研修の両方が、実務者研修に一本化 され ることにな ります。構図 と しま して

は、 3ペ ー ジの図 をごらん いただきます と、ホームヘルバー 2級 研修相 当の ものが導入的

研修の もの に新たに置 きかわ り、介護福祉士の ところで、時間数については御議論が ある

ところです が、450時 間になる とい うことでづ。

しか らばそれが 2段 階なのか というと、そ こは表現の問題 なのですが、段階的に無理 な

く取得 できるよ うにする方策 も一方で必要だ とい うことをいただいてお り志すので、 この

段階は ここまで来いということではな く、段階的に無理な くた ど・り着 いて、450時 間 を積

み重ねていける方策 も併せて取 るということだ と思います。考 え方 としては、今、申 し上

げたとお りで、ホームヘルパー 2級 が改まつた初任者研修 と実務者 研修、これ が基本 にあ

るとい うことです。

13ペ ー ジロの図に絡んで、スクー リングは何時間になるのか とい うことが ございま した。

実はこれ も仮定で 45時 間 と しているとい うことですので、ほかの医療的ケアの関係の在 り

方によつては変動す ることが あ り得 ると思 つてお ります。特 にホームヘルパー 2級 取得者

の場合について どうす るか とい うの も、今後、検討す る必要があると考 えています。

600時 間 を 450時 間 と した考 え方で ございますが、一人前 の介護福祉士 と して必要 とさ

れ る知識・ 技術 は身につけていただ く、そ ういう必要 な研修 をす ることを義務 づけること

についての本質的な考 え方 を変 えたわけではないのですが、一方 で、利用者 とのコ ミュニ

ケーシ ョンな どを通 じて身につ くものも多いとい う御意見 もあった ことを踏まえて、改め

て検討 した ところ、何 とか 450時 間でも当初予定 している到達点にた どり着 けるのではな

いか、 とい う考 えで整理 させていただいたということで ございます 。

制度の知識 、医療職 との連携に必要な知識 、あるいは介護過程や認知症 とい つた、ひ と

りの勉強 ではなかなか難 しい ところは、きちん と勉強 していただ く必要がある とい うこと

でございますが、介護技術等については評価 じ直す余地が あるの ではないか と考 えて、450

という数字 を提示 させていただいた ところで ございます。

○北村委員 あ りが とうございま した。そ うすると、結果、一本化 しつつ、24年 と 27年

という段階では時限的な措置 を しなが ら、ということを考 えれば よろしいので しようか。

既存の受講生 も、当然 、医行為の研修はヘルパーにも追加す るとい うことは当然 あると思

っています けれ ども、そこの部分 も、資格 をお持ちの方 はそのまま、基礎研修 を終わ つた

人は当然実務研修が終わ つているというら、うな形の措置 を してい く、ということでよろ し

いので しょうか。

○泉福祉人材確保対策室長 新たに講 じられ る実務者研修 との関係 で、既に受講 された研

修が無駄 になつて しま う、評価 されないとい うことはないよ うにす る、とい う考 え方が基

本だと思 ってお ります 。時間数についても議論 をいただ いて、まず は将来の姿 を決めた と

ころで、今 まで受講 された方が不 rllに な らないとい う考 え方 を基本に置 きなが ら、経過措

置 を考 えてい くとい うふ うに考 えてお ります。
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○北村 委 員  あ りが と う ございます 。             
｀

○駒村 委 員長  で は 、因 委 員 、 どうぞ 。

○因委員 この委員会は、この際ですから、もっと細か く議論をしていきたいというら、う

に思つています。まず、資料 2の (2)の①のところで初任者研修に一本化するというと

ころがあ りますけれども、非常に複雑な思いで見ております。複雑というのは、ホームヘ

ルパーの養成研修というのは、訪問介護員にとっては大変重要な意味があつて、そ して、

役害1を 果た してきたと思 つています。訪問介護員養成研修、ヘルパー 2級 相当の研修 を受

けて、実際は施設に就職 しておられる方もた くさんおられます。それはこの場でも指摘 し

たとお りですが、しか し、訪問介護をする人にとつては大変重要な研修であった。これが

施設・在宅を問わず初任者研修に一本化するとなると、私は現場を 20年 担った者として、

施設介護 と在宅介護は違 うという思いがずうとあります。訪問介護は 1対 1介 護、個別介

護 をや つています けれ ども、施設は個別を見なが ら集団介護 をや つているとい う、大 きな

違いが あ ります。 これが研修内容を一本化 され ることで、ホームヘルパーの質が どの よ う

に変わ るのだ ろ うか とい うのはちょっと心配するところです。何か仕組み をもっと考 えな

いと、単純 に一本化はできないのではなしヽか。在宅 と施設に共通の導入研修になることが 、

果た して いいのかな とい うのは危 ll■ しています。

次に 、ホーム ヘルバー 1級 は介護職 員基礎研修 と一本化 とあ ります。既にヘルパー η級

は廃止 す る方針 が出ていたと思います けれ ども、 これは、介護職員基礎研修に吸収 され る

とい うも、うに思 った方が いいのかなと思つています。ヘルパーの 1級 は トータルで 360時

間の研修 を受けます。基礎研修は 500時 間ですので、 この中に吸収 され るのかなとい う応、

うに思 つて見て います。

②の ところですけれども、介護職員基礎研修と 6か 月研修を一本化してはど

れていますが、一本化することは大変重要だろうというふ うに思つています。

か
　

こ

つヽ
　
こ

と書 か

で も 、

介護職 員基 礎 研 修 500時 間 、今度提 示 され て い る実務者 研 修 450時 間です の で 、 こ こ を ど

うや って 整 合 性 を とるの か とい うの は 、私 も今 、悩 ん で い る と ころです。

次のページです。③の下から2つ のマルですが、ここにも実務者研修の時間数 450時 間。

先ほど言 いま したよ うに、基礎研修 との整合 をど うす るか とい うことが気になっています。

それ か ら、一番最後のページ、実務経験者の学習イメー ジの ところですが、備考欄 に「ホ

ームヘルバー 2級 取得者 の場合、 130時 間分は免除」 とあ ります。私 |よ 、当然、免除す る

べきだ ろ うと思 つています。ただ、免除の仕方が、 フペー ジを見て いただ くとわか るので

すが、基礎研修 の場合、 2級 取得者の場合は、実務経験 を加味 して 500時 間の うちの 150

時間 を受 けれ ばいいとな つています。要するに 350時 間免除 されています。 しか し、実務

者研修 の方では 130時 間の免除ですので、もっと免除 されてもいいのではないか と思 いま

す。 さ らに、実務が 1年 未満の 2級 修 了者は、受講期間が 210時 間ですので 290時 F.5の 免

除が基礎 研修 では され るとい うことになつています。 この辺 も、整合性 を考えるな らば も

う少 しきめ細 か くいきた いな というふ うに思 つているところです。
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○駒 村 委 員長  事 務 局 か ら、因委 員に 関 して何 か コ メ ン トは あ ります か 。

○泉福 祉 人材 確 保 対 策 室 長  基礎 研修 と実 務 者 研修 との 関係 につ いて 、 ど う考 え るか と い

うこ とです けれ ども、介護 職 員の基礎 研修 を既 に終 わ られ て い る方 につ きま して は 、 医療

的ケ ア の 分 、 た ん の 吸 引 な どにつ いての 研修 内容 が 、既 に受講 され た方 で あ る に して も そ

の分 が 入 つて お りませ ん の で、そ この部 分 はや は り学 習 して いた だ く必要 が あ るの で は な

いか と考 え て い ます 。

ヘルパーの方 々の免除につきま しては、医療 との連携 、あるいは介護過程の部分 につ い

て十分か どうか とい うこともあ りますので、その辺 りの科 目は追加 して学習 していただ く

ことが必要 と考 えてお ります。一方で、ヘルパー受講者の方の御負担 も考 えるとい うこと

ですの で、仮の案 と しま して、130時 間免除で どうか とい うことで書かせていただ いた と

ころで ございます。更に御意見があれば、なお伺 っていきたいというふ うに思 います。

○駒村委員長  あ りが とうございま した。

では、河原委員。

○河原委員 今 日は、資料 2に 「本 日特に御議論いただ きたい事項」 と書 いて ございま し

たので、その点だけ、現場 を代表 した意見 を言 えるか どうかは別に して、現場感覚 を大切

に しなが ら発言 したい と思います。

研修 内容 について施設・在宅を F・5わ ず とい うことです けれ ども、私は、記載の方 向で従

来よ り考 えて発言 させ ていただいてお りますので、賛成の立場で ございます。ヘルバー 2

級資格 は、私 も以前取得 しま したけれ ども、確かに在宅を意識 した内容だ つた と思 います 。

しか し、施設で働 こうとする人も、当然、獲得 しなけれ ばな らない知識や実習だ つた よ う

に思います 。 したがいま して、「施設・在宅を問わず」は当た り前だ と思います。 しか し、

研修内容 も更に充実 させ るというら、うに記載 して ございますので、今、因委員が御指摘 さ

れま した よ うに、施設 と在宅とは違 うとい うことも配慮 され るべきだ ろうと私は思 います 。

大切な こと |よ 、前 EEIlも 言 いま したけれ ども、 この研修はあ くまでも導入的研修だ とい うこ

とを、受講生 に しつか り認識 してもらうことだ と思います。

それか ら、介護 人材の養成体系 をわか りやす く云々とい うことで、一本化の ことが書 い

てございま した。 この検討会の第 1回 目でも、 Fp象 と しては、いろんな研修の仕組み をも

っとス リムにわか りやす くできないものか。援護局 と老健局 と 2つ になっていて、現場 で

は混乱 している、とい うよ うな御指摘 をされ た委員の方 もい らつ しやつたよ うに思 います 。

私は、可能 で あるな らば、すべか らく告1度 な り体系な り運用な りは、シンプル、ス リムで

あつた方が いいと思 います。その方が 目指すべ き方向性が理解 されやすいです し、 日標 な

り目的の到達が比較的スムーズに行 くのではないか と思 うか らで ございます。私は この考

え方に賛成 で ございます。

450時 間の ことがいろいろお話 しされて、私は賛同す る立場か ら言 います けれ ども、先

日の ヒア リングの皆 さん とだぷる意見 を言 うかも しれませんが、今回の件につきま して も、

今まで現場の十数人の組合員の意見 を聞いてまい りま した。大体共通 していることは、最
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初 に 来 るの が ち ょつ と本 質の話 ではな いの ですが 、 まず 、時 間 が とれ な い。 そ れ か ら、 お

金 が な い 。この 2つ は必 ず言わ れ ま した 。「お金 は幾 ら ぐ らいか か る と思 いま す か」「30万

ぐらいか しら」 と。 そん な話 も飛 び交 った りして、そん な お金 とて も払 え な い とい うょ う

な話 が始 ま りま して 、現 場 は ち ょつと露 骨 で ございます 。

た だ 、皆 さん は 、自分 の介護 は いか ほ どの レベルの もの か とい う検 証 を した が って い る、

とい うこ とは あ つた と思 います 。 それ か ら、技 術に関 しま して も、知識 に 関 しま して も、

向上 心 は十 分 に持 つて い る と思 います 。 ただ 、広報 活動 、 600時 間云 々 とい う言 葉 が浸透

して いな い とい う御 意 見 もあ りま した が 、 これ は全 くその とお りで ござい ます 。 600時 間

研 修 とい うの が 、一 た ん仕事 を休職 して 、 どの よ うに学 習 をす るの か とい うイ メー ジ、仕

事 と学 習 のバ ラ ンス の イ メー ジが つか め て いない とい うか 、 よ く理解 して い な い方 が ほ と

ん どで ご ざい ま した 。言 つて い る私 自身 もつかめて いませ ん で した ので 、余計 にや や こ し

か つた か も しれ ませ ん 。

それ か ら、 これ も よ く出て くるのが 、苦労 して研修 を受 け介 護 福祉 士の 資 格 を取 得すれ

ば 、賃 金 に どの程 度 反 映 され るか とい うことで ございます 。見 え な い不安 は 当然 聞 きます 。

期 待 した い けれ ども、現 場の者 た ちは 、 げた をは くまで はわ か らな い とい う こ とで 、信 用

して いな い とは言 い ませ ん けれ ども、 ど うなのか とい う不 安 は いつ も出て お ります 。最 後

に 、仕 事 の 穴 を あけた ときの代理 を出す と。 そんな に現 場 は簡 単 ではな い、甘 く見 ない で

よ とい うよ うな話 も確 か に ございま した 。

復 帰 した と きの心 配 も して お りま した 。今 、通信 との 抱 き合 わせ の ことが 中 心 に な って

い ます の で 、 これ は払拭 され るか と思 います けれ ども、一 たん 出 て帰 って くる とい うの は

現 場 の者 た ち は非 常 に不安 です 。 これ は是非理解 して い ただ きた い し、労 務 問 題 |ま 必ず 発

生 す る と思 つて お ります 。

私 も、当初 は通信 との ジ ョイ ン トの話 をよ く理解 して い なか った ことも ご ざ い ます の で 、

600時 間 の講 義 を受講 す る ことか ら して非 常 に現実離 れ して い る と思 つて お りま した。 し

か し、 この検 討 会 で議 論 を進 め る ことで 、 こ う した現場 の方 た ちで も、社 会 的 な地 位 を向

上 させ るた め に 、勿論 、質の 向上 を させ るために とい う こと とィ コー ル です けれ ども、必

要とされる実務者研修を、働く者が、これなら頑張れるぞという方策を見つけられるよう

に私 は発 言 して きた つ も りで ご ざいま す 。

前 回 も 、受講 す る者 の 向上心 を大切 に して、時間 的 、経 済 的 、現 場 の 業 務 回 し、 そ うぃ

つた 面か ら必 要 最 小 限 の カ リキ ュラム に で きないか 、 も う一度 再考 して いた だ きた い とぃ

う発 言 を させ て いた だ きま した 。私 は教 育 の専 門家 では ござい ませ ん の で 、450時 間が い

いの か ど うか 、正 直 わ か りませ ん 。 これ か ら受講す る者 た ちに とって、再 検 討 され た最 低

必要 な カ リキ ュ ラム 、時 間 で あ り、「働 きなが ら」とい うポ イ ン トに十分配 慮 され た見直 し

で あ る と理 解 した い と思 います 。

資 料 2の 最 終 ペー ジの イ メー ジでは 、順 当にいけば 1年 ぐらいの勉 強 に な るの ではな い

で しょうか 。 この イ メー ジを頭 に描 き つ つ 、私 は事 務 局 案 に賛 同 した い と思 い ます 。

17



○駒 村 委 員 長  あ りが とうございま した 。

是枝 委 員 、 お願 い します。

○是枝委員 今 、骨子案と資料 2を 見て、介護職員 とい うのは単な る労働者 なのかな と、

そんな印象 を ここか らは持ちま した。余 り教育 とい うのは必要ではないのではないか。促

成的に労 1動 で きる人 を育成す るのかなと、ち ょつと今までと違 う感 じが しま した。

でも、やは りそ うではないのだ と。不安 を抱 えて仕事 をす るのではな く、きちつと専 門

職 と して仕事 ができ、安心 して仕事 をす る。そ して離職率を減 らしてい くとい うのが 目指

す ものだ ろ うとい うふ うに、また気 をと り直 して考 えた ときに、資料 2の 12ペ ー ジ、実務

者研修 (6か 月研修 )の カリキユラムが 600時 間か ら 450時 間にな つた と。先ほ どの室長

の話 もわか らないわ けではないのですが、本来の介護福祉士教育 と しては 1,650時 間か ら

1,800時 間にな つて、そ して、いろい ろな内容がそ こで精査 されたわ けですね。600時 間 と

い うことで ここはあつたと思 うのです。そ こにプラス医療的ケアが含まれたに もかかわ ら

ず 450時 間 に少な くなる。そ して、 2級 を取 る方は更に 130時 間は減 らす 、スクー リング

は 45時 間で とい うと、では、どうい う介護福祉士なのだ ろうか。イメー ジがち ょっとわ か

ないですね 。            '

どの程度 の仕事 をす る人なのか とい うことを考 えると、どうして も量 を考 えた ときに今

回の この ことでや らざるを得ないとい うのであれば、このカ リキュラムの ところを、知識

としてわか ることは何で、スキル としてできる到達点は どういうものなのか、きち つとチ

ェック項 目を掲 げる。現場で働 いた方が この研修 を受けるわ けですか ら、御 自分が行 つて

いる事例、その事例 か ら個々に考 えられ る科 目とい うことが反映で きるよ うな、そ こをき

ちん とする。最大限譲歩 して、そ こかな とい うふ うに思 うのです。

その ときに、「介護の基本」の ところに「な ど」と書 いてあ りますが、記録 とかす ごく重

要なので、記録の意義 とか目的をきちつとこの中に入れてほ しい。「生活支援技術」の中で

も、介護 とい うのは、準備があつて、実施があつて、片づけがあつて、そ して記録 。 自分

が行 つた ことは、根拠に基づいて行 つたのだ、あるいは計画に基づいて行 つたのだ、 とい

うことをきちん と示す ことができるよ うにす ることが望ま しいと思 います 。

それ か ら、介護過程が新 しいカ リキ ュラムでは非常に重要にな ったわ けです けれ ども、

6か 月の実務者研修の場合は、45時 間 とい うスクー リングの中で どの ように ここを教 えて

い 〈のか。 さらつと介護過程 とい うのは こうい うものだ とい う応、うな ことではな く、 これ

が実践の中で活用で きなければ意味がないと思います。通信 というのは、仕事が忙 しくて

時間が な くて、先ほ ど eラ ーニ ングの話 もあ りま したが、やは りその人の気持 ち次第です

ね。い くら 450時 間 とか、1,000時 F。3と か、600時 間 と言われても、本人のや る気によつて

はかなり違つてくるものなので、その辺 りの到達点とか、どうするのか。スクーリングで

教えるときにどこのところをきちつとやるのか、そして卒業とみなすのかという辺 りを明

確にして、これからはやつていただきたいと思います。

で も 、 この検 討会 に出てきて 、現 状 、現 場 は混 沌 と して いますね 。 しか し、 この 答 申 を
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出 しても更 に混沌 とするのではないだ ろうか。今、行 つていることと、 自分の将来 は どう

なるのか とい うことが具体的に見 えない。よ り混沌 としてい くのではないか、そん な不安

も感 じている ところです 。

しか し、大方 は これで進むのだ ろうと思 つています し、キ ャリアパスについては この考

えどお りでいいだ ろうと。認定介護福祉士 というところでは、職能 団体が現状以上 に活発

に活動 していただいて、やは り介護福祉士 という職能団体ですか ら、そ こで認定 してい く

ことを責任 を持 つてや つていただきたいとい うふ うに思います。専門介護福祉士 とい うの

は、また別だ ろうとい うら、うに思 っています。

以上です。

○駒村委員長  あ りが とうございま した。

では、中尾委員。

O中 尾委 員 介護福祉士会の石橋会長がおつ しゃったように、資料 2で 6か 月研修 の時間

数 を減 らす と している部分は、介護福祉士の位置付 けを高め るためには、当然、反対だろ

うな と予想 してお りま した。その上で、現場の状況 を説明 します と、現場 で l「llく 者の FH5に

は、できれば 24年 度までに介護福祉士を受けて しまお うとい う動 きがある。笑 つて しま う

のですが、そ うなのです。現場のそ ういう動 きも前提 と しま して、今後、それ までに受か

らない人が いた場合には どうした らいいのか というところで、以前 に比べ て大分わか りや

すい内容にな ったのではないか と評価は してお ります。

私 も以前か ら懸念 していた 2級 研修について、ひ とつは在 宅と施設はおのず と違 うとい

うことが現場 で言われてお ります けれ ども、基本的に学らヽ上 ではかな り共通 した部分はあ

るのではないか。基本的な ことで学ぶ部分 としては、やは りそれ を残 して い くことは必要

ではないか とい うところで、 2級 研修が初任者研修に一本化 して、研修内容について 「施

設・在宅 を問わず」 とされていることは評価 したいと思います。一方で、 2級 研修 で基礎

を学んで在 宅に出て くるわけですが、私も講師を してお りますけれ ども、今までの 2級 研

修では足 りないな とい う実感が あ りますので、この辺はもう少 し'具 体的に充実 していただ

きたいとい うことがあ ります。

それか ら、 3ペ ー ジの認定介護福祉士 とい うのは、私 も介護福祉士 を取得 して十数年た

ちます けれ ども、その後のキ ャ リアア ップのステ ップがなか ったわ けですね。本人次第 と

い うこともあ り得 るのです けれ ども、それな りのきちん とした制度の上 に こうい う仕組み

があれ ば、将来 的にそ こを目指 して資質の向上につなが つてい くのではないか と思います。

450時 間が 多いのか少ないのか という議論がなされていますけれ ども、たんの吸引であ

るとか、医療 的ケアの部分は、50時 間の研修などが、今、試行事 業でな されていますが、

これが組み込 まれて くると、皆 さんの意見 を聞いていても、少 し不安かな と思 いま した。

在宅では、 よ り自己研鑽 を積んで、専門的な分野でもっとも っと研修 を重ねて とい うこと

を求めていきたい。

うちの職場 の ことを少 し申 し上 げます と、介護福祉士は 5割 以上 を占めてお ります し、
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自己研鑽 に努め、職員の資質の向上 を目指す とい う高い意識 もあ ります。だか ら、事業所

単位 で格差が生 じているところを全体 と しての資質を上げてい くとい う面で、ほんの少 し

ですが、わか りやす く全体 に伝わ つてい く方向性に進め られ たとい うところは、 も う少 し

議論は重ねてい く必要があるとは思いますが、評価 したいと思います。

以上です。

○駒村委員長 樋 口委員、お願 い します。

○樋 口委員 私 は、利用者 といいま しょうか、高齢者の側か ら申 し上げます と、何 よ りも

介護職員は (こ の際、介護職員 と言わせていただ きますけれ ども )、 さまざまな変化に対応

で きること、外の社会に連携できること、コ ミュニケーシ ョンが とれ ること。勿論 、水準

以上の介護技術があつた上 で、その 3つ が、私たちが公的介護制度に頼 りた い ことの理 由

だ と思 つてお ります。

せんだ つて、私は個人的な取材 で、介護に一体 どういう階層の人が どの ぐらいお金 をか

けているか とい うの を取材 いた しま した ら、何 と年間 1`000万 、2,000万 とか けている方

が結構 ございます。私的にお願 い して昼夜交代ですると、2,000万 ぐらいはす ぐ使 つて し

まいます。ただ、私は一種感動 いた しま したのは、その人たちが全部要介護認 定 を受けて、

限度までは介護保険 を使 つていることで した。それは何 もケチだか らではな く、介護保険

によつて他の社 会につながれ る、公的な場につながれ るとい うことの安心感が そ うさせて

いるのであ りま して、私は介護保険制度 とい うのは じつか り堅持 していただ きたい と思 っ

た次第で ございます。

今 日は老健局か ら振興課長がい らっ しゃっていますので、一言 申 し上 げた い と思 います

けれ ども、介護従事者、介護福祉士 とい うの も、基本的に 1ま 介護保険 hll度 の枠の中でほ と

ん どの人が働 くのだ と思います。だ といた します と、今、介護保険の改正案 は御作成中 と

思 います けれ ど́も、中間報告 とい うか、意見書 にもございま した ように、例 えば生活援助

を軽度者や介護保険か ら外すなどとい うことにな りま した ら、今、言 つている介護福祉士

やヘルバー 2級 の研修の中身 とい うのは、全 くガラ リと変わ るはずで ございます。混乱の、

混沌の、 と言われてお ります けれ ども、そ うなつた とぎの混乱、混沌 とい うの はち よつと

空恐 ろ しいことで ございま して、是非老健局振興課におきま して も、この辺 を御配慮の上、

法案 をおま とめ いただきたいと改めて思 う次第で ございます。

2番 目は、社会的地位の向上 とい うのは、国家試験による資格 と待遇 、その 2つ が両面

と して実現 しな ければなかなか固ま らないと思 つてお ります。そのために この会 も開かれ

ていて、皆様熱心に御論議 くだ さつているわ けでございます けれ ども、私はち よつと矛盾

を感 じるよ うな気もいた しま した。私は、国家試験は、養成校出身であろ うと、現場か ら

上が っていこうと、どち らもきちん となるべ 〈早 くす るべきだ と思 います。これ を避 けて、

バ リアだけ高 くして地位 を向上 させ よ うとい うのは無理なのではないか。

日本の あ らゆ る資格の中で、学校の先生 というのは国家試験 はないんです。単位取得で

す。ただ し、採用 され るときには、恐 らく他の国家試験 よ りはるかに難 しい採 用試験が ご
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ざいます。最 も何の免許 も要 らないのが大学の教師でございます。私 もつい最近 までその

職 に ございま したけれ ども、あえて言わせていただければ、大学の職員に任用 され るとき

には、特に新設学部の教員にな ります ときには、今度は文科省の方の厳 しい審査が ござい

ます。

これか ら介護職員の方 々は国家 を左右する労働分野になると思 つてお ります。 ここに働

く方の国家試験 を遅 らせてい くことがいいのか どうか。 ここには、大変不満 を持 つてお り

ます けれ ども、その他の整合性があるとおっ しゃるな らば、 この前書かれたよ りは期 日を

明記 して くださいま したので、まあ、いいか というのが結論で ございますけれ ども、ゃは

り国家試験 とい うのはとっても大事なんだということ。パ リア を高 くしよ うとす るな ら、

国家試験の実施 と同 じ路線で語 つていただきたいと思 ってお ります。勿論、待遇の向上 と

い うの も、今の支援金につながるようなことを、私 どもの NPOは 言 い出 しっぺだ ったも

のですか ら、介護保険制度の美学 を崩 したといって批半導な さる向 きもございますが、私は、

そんな ことを言 つているときではない、とにか く待遇 をよ くして人材 を集めてほ しぃ と思

つてお ります。

そ して、研修の仕方 で ございますけれ ども、これはも う少 し意見書の中で青写真 を書 け

ませんか、受けやす く、使 いやす く、かつ内容の高いものに。 とい うのは、例 えば全社協

さんが大 きな研修セ ンター を持 つてい らつしゃいます。これは、介護福祉士の方 も含めて、

社会福祉主事や施設長研修の場になった り、いい施設だなあと、ため息をつ くよ うなもの

を持 つてい らっ しゃいます。まあ、全国に 1つ しかないか ら大変なんです けれ ども、たま

に私が行 つてみ ます と、「ロフォス湘南」ですか、ロフォス湘南に勉強 しに来ま したなんて

お煎餅ができていて、それ をみんなに持 って帰 るわ けですね。そんなのもある し、夕1え ば

認知症の介護士につきま しては、御承知の とお り、全国 3か 所の認知症の研修セ ンターで

研修 をすすめてい らつ しゃいます。

それ よ リレベルが も う少 し一般化 されたものかも しれませんが、特に現場の方が受験 資

格 を取 るための研修に関 しては、全県に何か所か、養成課程 を持 つ高校 とか、何 よ りも今

日、養成施設の委員がい らつしゃっています けれ ども、 ここへ行 けば何時間で どうい う組

み合わせで、ある程度の時間はポータブルにできますよという、養成のシステムについて

標準化 された全国的なマ ップをつ くつていただきたぃ。その ときに何 といっても中核的な

柱 をなすのは養成校 ではあるまいか と思 ってお ります。

それ と同時に、資質向上 に役に立つのは、医者だ って、看護師だ つて、我 々介護 を受け

る倶1の 当事者だ って、介護 を している家族だ つて、何が一番力になつて勉強になつている

か とい つた ら、む しろ当事者グルー プなんですね。特に訪問系のホームヘルパー さんたち

が出会 って語 り合 って、研修 し合 う、そ うい うチャンスが少ない ことを本当に残念に思 つ

てお ります。そ うい う出会 いと研修の場はt介 護報酬に入れた っていい ぐらいだ と思 って

います よ。ヘルパー さんたちが、最低週に一度は上級者か らア ドバィスを受 けた り、そ う

いう場面 もつ くっていただ きたいなと思 つてお ります。

，
“



最後 で ございます けれ ども、私 も今までの会議で申 し上げま したが、 日本の介護水準 と

い うの は決 して低 くない と思 ってお ります。欧米と違 うところはあつても、 これか ら急激

に高齢化 してい くアジアの一つのモデルになるのは 日本だ と思 つてお ります。介護の標準

化について、これだけの議論 を進めてカ リキ ュラムなどもいろいるや つてきたのですか ら、

これが国際的標準化につなが るよ うに、標準化 とい うことが あつて初めて専門性 とい うこ

とも確立す るのです。それ をきちん と、 こうした会議 をもとに、 これは福祉基盤課のお仕

事だ と思 います けれ ども、 リー ダーシップを持 つて国際的基準のモデル を提 出できるよ う

な作業 を今後 とも続 けて い く、 というような決意表明を「おわ りに」で書 いていただきた

い と思 ってお ります。

以上 で ございます。

○駒村委員長  あ りが とうございま した。

では、宮島 さんが途 中退席 されますので、 どうぞ。

○宮島委員 私 どもの団体 と しま しては、 これまで仕事 をしなが ら研修 を受 けてきた内容

等 をこの 6か 月研修の中に読みかえていただいた ことに対 しては、あ りがたいな と思 って

お ります。 ここで介護福祉士が養成されて、そ こで終わ つてい くわ けではな く、やは り仕

事 を しなが らキャ リアラダーに乗 つて どん どん レベルア ップを して い く道筋 もあるわ けで

すので、ここだけを特化 して議論するとい うのはち よつと異質な感 じを私 は持 つてお りま

す。職場の中で介護福祉 士 を取 つた後、どのような形で介護福祉士 と して更 に レベルア ッ

プを してい くのか、 とい うことを含めて議論 していただいていることだ と思いますので 、

ファース トステ ップや、介護福祉士 として上級のものを目指 してい く道筋 と併せ て、中に

記載 していただければあ りがたいかなと思 つてお ります。途中で退席 させ ていただきます

けれ ども、 これで私の話 は失礼 します。

○駒村委員長  あ りが と うございま した。

では、光山委員、お願 いいた します。

○光山委員 前 々回と 1回 前 と続 きま して代理委員を してお ります 、光山で ございます 。

よろ しくお願 い します。

全老健 と しま しては、過去一貫 して、この 600時 間につきま しては反対 とい うことで主

張 してお りま
.し

た。現時 点におきま しても全体の意見 と しま しては、質の 向上 とい う総論

については賛成で ございます が、現場の混乱 ということを含めま して、諸 問題 を抱えなが

ら進め るのは非常に大変 だな とい うふ うに思 つてお ります。ただ、現時点に至 りま しては、

実施 を棚上 げにす ることは困難 な状況であることも認識 してお ります。 したがいま して 、

全老健 だけではな く、 さまざまな団体 とい ろいろ調整 しま して、現状分析や対応策を中心

に調査・研究事業 を立ち上 げま して、実施 に至 りま しては、その結果について本検討会 に

資料 と して提示 したい と伝 えるよ うに、平川委員か らも言われてお ります 。その辺 りも含

めま して、今後、また継続 した議論 をお願 い したいと思 います。

中尾委員が先ほ どおつ しやいま したように、皆 さん 24年 度に向けて頑張 つてお りま した
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